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（e inuence of Indian philosophy on Christian Gnosticism in the second and third 
centuries seems at any rate undoubted. e Gnostic doctrine of the opposition between 
soul and matter, of the personal existence of intellect, will, and so forth, the identication 



















































































（1） u : unrelated:グノーシスと無関係な記述
（2） o : opposite:グノーシスををプロティノスの立場から批判する記述
（3） e : explicit:グノーシスを直接的に主語とする記述
（4） i : implicit:グノーシスを直接的に主語としない記述
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11）　例えば u.1 （13­3）とは、グノーシスに無関係な 1番目の記述で、第 13章の 3行目に始まる
文節を指し示す。ただし、プロティノス全集においては行番号が不正確な場合があることに注意
しなければならない。この unrelatedタイプの番号と出現する位置は以下の通りである。
u.1 （6­50）, u.2 （7­38）, u.3 （8­31）, u.4 （8­38）, u.5 （9­20, u.6 （9­44）, u.7 （9­56）, u.8 （9­
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